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岡
山
県
支
部 
支
部
長

　

池
上
　
修
生

事
業
活
動
状
況
と

�

今
後
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
六

回
目
と
な
る
感
染
拡
大
に
よ

り
、
二
月
三
日
に
全
国
の
新
規

陽
性
者
が
初
め
て
十
万
人
を
突

破
。
一
月
九
日
か
ら
三
月
二
十

一
日
ま
で
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
で
も
令
和
四
年
一
月
二

十
七
日
か
ら
二
月
二
十
日
、
さ

ら
に
追
加
で
令
和
四
年
二
月
二

十
一
日
か
ら
三
月
六
日
の
期
間

で
実
施
さ
れ
、
会
員
皆
様
の
活

動
に
も
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
ま
で
と
違
う
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
わ
れ
は
じ
め
、
す
で

に
三
年
目
に
入
っ
た
こ
と
で
、

重
症
化
を
防
ぐ
薬
な
ど
も
開
発

さ
れ
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

三
回
目
を
接
種
さ
れ
た
り
し
た

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
脅
威
は
当
初
に
比
べ
次
第

に
和
ら
い
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

四
月
十
日
に
実
施
致
し
ま
し

た
常
任
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
会

議
で
来
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

一
月
の
合
同
会
議
で
平
上
一
孝

本
部
顧
問
よ
り

提
案
を
頂
き
、

リ
モ
ー
ト
接
続

用
の
マ
イ
ク
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど

会
議
や
講
習
会

で
必
要
に
な
る

機
材
を
購
入
し

ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
三
階
の

研
修
室
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工

事
も
出
来
ま
し
た
。

　

四
月
十
七
日
に
は
中
地
連
正

副
委
員
長
会
会
議
が
行
わ
れ
、

島
根
県
の
「
亀
嵩
そ
ろ
ば
ん
」

で
知
ら
れ
て
い
る
亀
嵩
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
四
年
度
は
「
中

国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
」
が

島
根
県
の
担
当
で
「
そ
ろ
ば
ん

の
町
」
奥
出
雲
町
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
三

年
度
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
四
年

生
以
下
を
対
象
に
「
中
国
五
県

大
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
」
を

今
後
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

四
年
度
は
十
一
月
六
日
の
日
曜

日
に
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
五
月
八
日
の
日
曜
日

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
中
国

五
県
の
支
部
長
で
話
し
合
い
ま

す
。

　

検
定
試
験
委
員
委
嘱
期
間
の

終
了
が
本
年
十
二
月
ま
で
の
た

め
、
岡
山
県
支
部
は
委
嘱
講
習

会
を
四
月
二
十
四
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
で
二
回
目
の
更

新
と
な
る
講
習
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
あ
り
、
リ
モ
ー
ト
接
続

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
講

習
会
で
行
い
ま
し
た
。
岡
山
県

支
部
で
は
令
和
二
年
当
初
よ

り
、
リ
モ
ー
ト
接
続
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
講
習
会
や
会
議
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
き
た
経
緯

も
あ
り
、
会
場
参
加
三
十
名
と

リ
モ
ー
ト
接
続
が
二
十
七
接
続

三
十
八
名
の
参
加
で
実
施
で
き

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
元

年
度
に
計
画
し
て
い
た
講
習
会

や
勉
強
会
の
実
施
が
見
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
リ
モ
ー
ト
接

続
の
た
め
の
環
境
や
機
材
が

整
っ
た
こ
と
で
、
来
年
度
は
講

習
会
の
充
実
を
は
か
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令

和
四
年
度
は
「
全
国
珠
算
研
究

集
会
」
が
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
令
和
元
年
度
と
令
和
二

年
度
の
全
国
珠
算
研
究
集
会
中

止
、
そ
し
て
令
和
三
年
度
は
完

全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
令
和
四
年
度
は
是
非
と
も

会
場
実
施
を
と
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
場
開

催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催

を
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
で

す
。
リ
モ
ー
ト
接
続
に
は
様
々

な
リ
ス
ク
が
存
在
し
ま
す
が
、

そ
れ
こ
そ
こ
の
二
年
間
で
培
っ

て
き
た
経
験
と
技
術
で
リ
ス
ク

管
理
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
で
突
発
的
な
事
態

に
も
、
応
急
的
な
対
応
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
二
年
間
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
各
支
部

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
㈪
～
三
十
一
日
㈭
の

日
程
に
於
い
て
岡
山
県
キ
ッ
ズ
そ
ろ
ば
ん
大
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
今
年
の
大
会
は
大
会
名
称
が

変
更
に
な
っ
て
初
め
て
の
大
会
と
な
り
、
そ
れ
以

外
に
も
初
め
て
の
事
が
多
く
会
員
の
先
生
方
に
は
ご
心
配

と
ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
先
生
方
の
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
残

念
な
が
ら
中
止
と
い
う
決
断
に
至
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
出
来
る
事
を
出
来
る

時
に
」
と
い
う
思
い
で
、
初
め
て
通
信
競
技
ス
タ
イ
ル
で

の
開
催
を
決
定
し
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
大
会
が
中
止
と
な
り
残
念
な
思
い
を
し
た
四

年
生
の
参
加
も
可
能
と
し
、
四
年
生
以
下
県
下
約
二
六
〇

名
と
い
う
多
く
の
選
手
が
参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
多
く
の
参
加
者
で
開
催
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
選
手
た
ち
は
難
し
い
問
題
に
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
各
部
門
と
も
満
点
者
が
出
ま
し
た

し
、
高
得
点
者
も
多
く
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ッ
ズ
大
会
は
県
内
の
競
技
会
選
手
の
育
成
、
競

技
の
楽
し
さ
を
経
験
、
検
定
試
験
以
外
の
練
習
に
取
り
組

む
事
、
選
手
同
士
の
親
睦
が
目
的
の
大
会
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
生
徒
さ
ん
が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
今
後
の
そ

ろ
ば
ん
学
習
に
、
よ
り
意
欲
が
湧
き
益
々
珠
算
技
術
が
向

上
す
る
事
を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
先
生
方
に
は
引
き
続
き
支
部
競
技
事
業

に
ご
理
解
・
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和３年度 岡山県キッズそろばん大会

【
大
会
成
績
】

　

高
得
点
者
の
み

★
二
年
生
以
下
の
部

　

德
森　

加
帆

　

岡
本　

真
奈

　

小
林　

春
斗

　

平
山　

千
夏

　

信
木　

心
華

　

小
坂　

理
駆

　

仁
子　

心
陽

　

森
岡　

秀
章

★
三
年
生
の
部

　

吉
岡　

宥
輝

　

花
房　

阿
門

　

関　
　

光
彩

　

妹
尾　

紗
依

　

住
吉　
　

櫂

　

野
田　

遥
希

　

阿
見
弥
拓
斗

　

馬
﨑　

悠
成

★
四
年
生
の
部

　

赤
松　

芽
依

　

坂
口　

愛
佳

　

井
堀　

麗
禾

　

松
田　

愛
華

　

久
保　

季
代

●通常総会開催のお知らせ●
日時　令和４年８月28日（日）
場所　岡山県珠算会館
議題　①令和３年度事業報告並びに決算の承認を求める件
　　　②令和４年度事業計画並びに決算の承認を求める件
　　　★欠席の場合は必ず委任状を提出して下さい

日時　令和４年８月28日（日）

場所　岡山県珠算会館

講師　未定（詳細は後日お知らせします）

演題　�未定

指導者講習会　案内

来年度の諸会費を５月
31日（火）までに地区で
取りまとめて納入して
下さい〈厳守〉

令和４年度
会費納入のお願い

【日時】　令和４年８月８日（月）
　　　　 ９：00～

【場所】　国立京都国際会館

全日本珠算選手権大会

【日時】　令和４年８月18日（木）
　　　　 ８：20～

【場所】　島根県奥出雲町
　　　　 「町民体育館」

中国五県珠算選手権大会

各種大会のご案内

【日時】　令和４年７月３日（日）
　　　　 10：30～

【場所】　岡山県生涯学習センター

※�コロナの感染状況にて、変更の可能
性があります。

令和４年度 岡山県珠算競技大会
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合

格

お

め

で

と

う

令和４年度上半期検定試験
　

春
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
ウ
キ
ウ

キ
す
る
明
る
い
感
じ
が
、
と
て
も

好
き
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
は
、
先
が
見
え

ま
せ
ん
が
感
染
対
策
を
引
き
続
き

怠
ら
ず
希
望
を
持
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
珠
算
お
か
や
ま
」
も
何
か
楽

し
い
記
事
も
載
せ
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。
教
室
で
の
楽
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
ね
。

　

す
ぐ
に
暑
く
な
り
ま
す
。

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、
皆
様
、

元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ね
。

�

Ａ
・
Ｔ

編
集
後
記

　

高
梁
地
区　

原
田　

忠
文

�

（
令
和
四
年
一
月
）

傷

病

見

舞

第
四
〇
七
回
・
第
四
〇
八
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
四
〇
七
回
（
珠
算
）

　

四
段　

太
安　

芭
奈（
高
梁
）

準
四
段　

岡
田　

紋
芽（
吉
備
）

　
　
　
　

鈴
木　

文
都（
岡
山
）

　
　
　
　

柿
本　

雅
人（
備
南
）

　
　
　
　

髙
見　

瑞
穂（
高
梁
）

　
　
　
　

青
砥　

正
弥（
新
見
）

　

参
段　

神
尾　

玲
妃（
備
南
）

　
　
　
　

道
久　

紗
椰（
備
南
）

準
参
段　

綱
嶋　

優
衣（
東
備
）

　
　
　
　

清
水　

心
優（
備
南
）

　
　
　
　

間
渕　

明
莉（
岡
山
）

　
　
　
　

小
野
田
映
海（
邑
久
）

第
四
〇
七
回
（
暗
算
）

　

五
段　

平
松　

花
菜（
矢
掛
）

　
　
　
　

三
好　

杏
奈（
賀
陽
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴（
新
見
）

準
五
段　

難
波　

実
由（
岡
山
）

　
　
　
　

山
本　

さ
や（
東
備
）

　

四
段　

綱
嶋　

優
衣（
東
備
）

準
四
段　

安
藤　

希
彩（
美
咲
）

　

参
段　

橋
本　

絢
音（
津
山
）

　
　
　
　

青
山
新
之
介（
備
南
）

凖
参
段　

伊
藤
ひ
な
た（
吉
備
）

　
　
　
　

寺
岡　

祐
治（
井
原
）

　
　
　
　

中
田　

淳
仁（
美
咲
）

　
　
　
　

杉　
　

真
海（
高
梁
）

第
四
〇
八
回
（
珠
算
）

　

四
段　

井
伊
さ
く
ら（
美
咲
）

　
　
　
　

髙
見　

瑞
穂（
高
梁
）

準
参
段　

垂
井　
　

梓（
美
咲
）

　
　
　
　

實
國
葉
和
理（
岡
山
）

第
四
〇
八
回
（
暗
算
）

　

七
段　

太
安　

芭
奈（
高
梁
）

　

五
段　

難
波　

実
由（
岡
山
）

準
五
段　

田
邉
笑
未
那（
矢
掛
）

　

四
段　

柿
本　

雅
人（
備
南
）

準
四
段　

髙
見　

瑞
穂（
高
梁
）

　
　
　
　

橋
本　

絢
音（
津
山
）

　
　
　
　

西
田　

葵
葉（
備
南
）

　
　
　
　

松
田　

愛
華（
備
南
）

　
　
　
　

小
野
田
映
海（
邑
久
）

　

参
段　

藤
野　

央
子（
東
備
）

　
　
　
　

中
田　

淳
仁（
美
咲
）

　
　
　
　

杉　
　

真
海（
高
梁
）

　
　
　
　

雪
吉　

凜
花（
東
備
）

準
参
段　

政
安　

陸
成（
美
咲
）

　
　
　
　

木
山　

瑛
介（
矢
掛
）

　
　
　
　

松
田　

慶
喜（
備
南
）

　

四
月
二
十
四
日
（
日
）
十
時
よ
り

平
上
先
生
に
よ
る
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
場

及
び
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
二
人
の
先
生
に
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
（
日
）　
　
会
場
　
岡
山
県
珠
算
会
館

�

講
師
　
本
部
顧
問
　
平
上
　
一
孝 

先
生

第410回
令和４年７月24日

第411回
令和４年９月25日

第412回
令和４年11月27日

　

令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
「
検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

講
師
を
し
て
下
さ
っ
た
平
上
一
孝
先

生
の
、
優
し
く
て
丁
寧
な
説
明
と
、

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
お
話
し
に
引
き
込

ま
れ
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
が
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

試
験
委
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
・
身
だ

し
な
み
は
も
と
よ
り
、
試
験
の
執
行
・

採
点
等
に
つ
い
て
、
私
は
正
し
く
出
来

て
い
る
の
か
？
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
、
生

徒
達
を
正
し
く
指
導
出
来
て
い
る
の

か
？
我
な
が
ら
少
々
心
も
と
な
く
反
省

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
気

持
ち
で
、
真
摯
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

後
先
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ご
指
導
下
さ
っ
た
平
上
一
孝
先
生
、
開

催
の
た
め
に
ご
苦
労
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会
を

�

受
講
し
て

�

岡
山
地
区
　
若
林
　
秀
実

　

令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
に
本
部

顧
問
平
上
一
孝
先
生
を
講
師
に
オ
ン

ラ
イ
ン
及
び
会
場
に
て
講
習
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
原
地
区
五
名
は
全
員
、
会
場
で

の
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

平
上
先
生
の
軽
快
な
説
明
に
、
又

久
し
ぶ
り
に
多
く
の
先
生
方
に
お
会

い
し
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
珠
算
検
定
試
験
要
領

に
基
づ
き
初
心
に
か
え
り
珠
算
教
育

を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会
に

�

参
加
し
て

�

井
原
地
区
　
平
川
　
知
美

検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会


